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伊勢志摩地域観光協議会の設置 

 
 

現状と 

課題 
 

○伊勢市に訪れる外国人観光客の割合は低い 

○外国人観光客誘致は、成長分野として期待が高い 

○外国人観光客の訪れるスポットとして、神社・仏閣が上 

位に挙げられるが、伊勢市（伊勢神宮）は、国内では知 

名度があっても、海外的には 知名度が低いと思われる 

 
 

目 標 

日本一の聖地「伊勢神宮」の魅力を海外にＰＲし、 

外国人観光客の増加を図る 

 

日本一の聖地｢伊勢｣へ 

外国人観光客を呼ぼう！ 
 

提 言 

○海外に向けてのＰＲの充実 

○外国人向け独自プランの作成 

○外国人観光客の受入れ体制の充実 
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